
 

 

 

 

感謝を込めて全職員に洋菓子を差し入れ 

高齢入院患者にお話人形のプレゼント 

大町病院サポーターの会は 2月 4日、大町病院の全

職員に行きわたるよう洋菓子 500個を市内の洋菓子店

に依頼、できたての柔らかなお菓子を届けました。新

型コロナ感染が拡大する中、患者受入が大北地域では

大町病院しかなく、歯を食いしばって奮闘する医療従

事者の献身的対応に、職員への感謝の気持ちを届けよ

うと企画したものです。 

会結成 10 周年を記念し 
また、2009年にサポーターの会の前身守る会が結成され、10周年となったことから記念品を贈呈するこ

ととしました。病院と検討した結果、高齢入院患者に心を和ませていただけたらと、会話能力が高い人工

知能機能を内蔵した AI人形 7体を贈りました。 

これは患者と人形が会話をしたり、歌を唄ったり対話を楽しむことができるすぐれものです。これによ

り入院した高齢者が寂しさを囲うことなく回復するスピードが順調に早まることが期待されます。 

当日は降簱 剛会長、柳沢英幸・海川明文・渋田見博副会長、松下邦吉・高橋博久事務局次長の 6人が

訪問し、井上善博病院長・事業管理者、金子一明医師、降旗いずみ看護部長等が受領されました。 
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贈呈された高度な対話のできるお話人形 

 



ご苦労さまでした 井上善博院長・事業管理者が定年で退任 

後任に信大医学部教授 藤本圭作氏が就任 
井上善博院長は平成 8年大町病院に着任、院長として 8年、事業管理者として 6年

に亘たり病院経営の最前線で指揮をとってきました。経営改善では職員一丸結束の

もと、経営健全化計画を策定し、経営改善を軌道にのせました。分娩休止や新型コ

ロナ対応、市議会答弁など様々な場面で神経をすり減らしながら奮闘され、今日の

住民の健康を守るためになくてはならない大町病院の確固たる信頼をつくりまし

た。サポーターの会の総会にはいつも出席され、挨拶をいただきました。また花壇

の草取りにも必ず出席し花壇整備に汗を流していただきました。医療では泌尿

器科医として県下の医療を牽引してきました。退任後も大町病院で診察にあた

っていただきます。 

新年度より病院長・事業管理者に就任する藤本圭作先生はかつて大町病院で

研修医として勤務された経験を持ち、信州大学医学部を卒業、1981年信大医学

部第一内科に入局、専門は呼吸器内科、アレルギー疾患、睡眠呼吸障害などを

担当しました。「地域医療に貢献し、病院の専門性を高めながら、市民の健康

増進のために力を尽くしたい。」と抱負を語られました。 

新型コロナワクチン病院関係者に接種 
市民６５歳以上へは４月１８日から 

◆大町病院では 3月 22日から大北地域の医師、

看護師など医療スタッフへの新型コロナワクチン

の接種が始まりました。第 1号となった井上善博

院長は「ワクチンは有効であると考えている。接

種が進むことで新型コロナの早期収束につながっ

ていけば。」と話しました。 

大町病院では 4月 28日までに約 850人の 2回

接種を予定しています。そのうち大町病院職員の

接種希望者は約 92％、460人が接種を受けます。 

◆大町市は県の接種モデル市町村として他市町村

に先行しワクチンの配布を受け、65歳以上の市

民を対象にしたワクチン接種は 4月 18日から始

まります。接種は 18日に市中央保健センターに

おいて集団接種で行います。19日以降は市内 16

の医療機関で個別摂取も可能とします。接種にあ

たっては中央保健センターに開設した、コールセ

ンター（電話 85-4402）で、平日午前９時より予

約受付し実施します。大町病院での受付は５月１

０日午前９時より始めます。（電話 22-0415） 

希望者全員が摂取できるので、慌てずに申込みを

お願いします。 

◆3月 29日よ

り 65歳以上の

高齢者 1万 200

人あて「接種

券」と案内が郵

送されました。

高齢者への接種は 7月下旬完了を目指し、ついで

高齢者施設従事者、基礎疾患を持つ市民、8月下

旬からは一般市民への接種開始を予定していま

す。 

八坂、美麻料診療所での接種は両支所で予約を受

け付けます。 

◆大町市は 3月 11日から稼働した新型コロナウ

イルスワクチン接種大町市コールセンター（市中

央保健センター内）で摂取に関する全般的な相談

の受付を始めている。23日には新型コロナワク

チン接種の会場となる市中央保健センターで接種

のシミュレーションを行いました。訓練では 65

歳以上の高齢者への対応など一連の流れに真剣に

対応し、仮題を探り、本番での万全の体制を準備

しました。 



しばらく、おやすみなさいイルミネーション 

十日会、サポーターの会、職員労働組合の役員で撤去 

冬季間、患者と職員、市民の目を癒やしすため病院駐車場に設置されていたイルミネーションを 3月 20

日、役員 20人ほどで撤去しました。新型コロナなど、心身をすり減らして頑張ってくれた医師、看護師は

じめ病院スタッフに感謝と励ましの気持ちを込めて 12月 2日点灯して以来 109日間、輝いていました。撤

去には高所作業車などを使用して、十日会の皆さん、サポーターの会役員、病院職員労働組合委員長、書

記長が当たりました。作業は手際よく進み無事作業を終わりました。 

コロナに負けるな 干し柿を差し入れ 
1月 12日、干し柿 300個が差し入れされました。柿は会員の太

田光春さん、松下吉邦さんが提供し高橋博久さんが皮むきと天

日干しをしたものです。みごとに白い粉が吹いた柿を 10個ずつ

袋に詰めての差し入れでした。メッセージには【新型コロナに

負けないで！！】と書き添えられていました。 

 

 

牛越徹市長 3月定例議会の開会挨拶（病院関連要旨） 

2月16日、3月定例市議会が開会された。3月市議会の開会挨拶で病院に関連し次のように述べた 

1月15日、市立大町総合病院では、医療従事者や入

院患者など６人の感染が確認され、その後の検査の

結果、2月３日までに更に10人の感染が判明しまし

た。病院開設者の立場から、市民の皆様に多大なご

心配をおかけしましたことに深くお詫び申し上げ

ます。

ワクチン接種準備チーム発足、高齢者は4月目途めざす 

新型コロナウイルスワクチンについては、2月12

日、ファイザー社製のワクチン第１便が国内に到着

しました。市においては、中央保健センター内に新

型コロナウイルスワクチン接種準備チームを発足

させ、４月から市民に対する円滑な接種の実施に努

めます。 



大町病院には万全の対策と必要な支援は積極的に取り組む 

院内で患者や医療従事者に新型コロナウイルス

の感染が確認されたことを受け、県と保健福祉事務

所の指導のもと、陽性患者が確認された病棟からの

入退院及び他の病棟への転棟の停止、病棟及び関係

個所の消毒の実施、濃厚接触者となった職員の自宅

待機などの措置を講じました。更に接触者の調査や

検査等に加え、全ての入院患者及び病院職員と、出

入りする委託業者にも検査を拡大実施するなど、感

染の拡大を防止するための対策を徹底しました。こ

れまでも、新型コロナウイルスに対して、院内感染

が起きないよう細

心の注意が払わ

れ、業務を遂行し

てきましたが、今

回、院内から陽性

者が発生したこと

は誠に残念でなりません。しかし、病院職員は、感

染予防の意識をいっそう高め業務に従事しており、

今後も感染症指定医療機関としての重要な責務を

全うしていきます。

経営はコロナで悪化するも国の補助金にて資金不足は改善の見通し 

病院事業の経営状況は、令和元年度決算では、２

億8,500万円の純利益を計上し、大幅な収支改善を

図ることができました。本年度第３四半期までの医

業収益は、コロナ禍の影響による受診控えや、定期

受診の間隔の延長などにより、約１億3,000万円の

収益減となり、昨年同期を大きく下回っています。 

しかし、国の新型コロナウイルス感染症緊急包括

支援事業補助金により、コロナ患者受入れに対応す

る空床の確保などに係る経費の補てんなどもあり、

本年度決算見込みにおける経常損益は、前年度と同

程度の利益が見込まれ、資金不足額は、本年度末に

は大幅な改善が図られるものと考えています。 

新年度予算は流動負債である一時借入金の縮減をいっそう進める 

新年度予算は、医業収益について１億円の減額を

見込み、経常損益及び純損益は、７、８千万円程度

の利益を見込んでいます。経営の安定化を図り、流

動負債である一時借入金の縮減を一層進めます。  

ウイルス感染症の収束は、なお不透明であり、新

たな生活様式による医療機関への受診動向の変化

も予想されますが、今後も引き続き、経営健全化計

画に基づき、収益確保と経費縮減を柱とした収支の

適正化にいっそう努めます。 

お知らせ 第 12回サポーターの会総会は書面決議で 
サポーターの会は令和３年度総会を書面決議で行うことを決めました。近日中に会員の皆さんには議案

書と賛否を問う返信はがきを郵送します。投票締切は 5月 10日消印まで有効とします。 

 

草取りとプランターへの花植えは 5 月 9 日（日）9時からに変更 
例年行われている花壇の草取りとプランターへの花植を行います。 

連休明けの 5月 9日（日）9時より玄関前へ集合し作業を開始します。小雨決行で、軍手をお持ちくださ

い。草かきは会で用意します。プランターへの植栽花はペチュニアを予定しています。 

サポーターの会新規加入者 海端 浩二  

 会費納入者（令和 2 年度分）個人会費 清水あさひ 若松正枝 鈴木幸子 松田富子 遠藤憲一 本山朋子 

西澤運之 高橋鴻生 羽田秀子 藤巻繁人 勝野礼二 平林英市 東海林浩一 前田敏博 吉岡寿美代 山本

みゆき 中村康貴 西澤富江 倉科幸 清水潤子 丸山利子 傘木覚 宮下敬一  

団体会費 (有)松葉鮨 大町石産(株) (株)一木宮坂商店 菜の花ステーション 大町市女性団体連絡協議会 

(株)ジーシーアイ (有)泉味  個人寄付金 宮下敬一 （順不同・敬称略、令和 3 年度分は次号掲載） 


